
特別推進研究( 2 ) 古年輪変動データの分析による考占歴史研究〃法の確立１１１中

一般研究Ａ大和における古代豪族の交記の恢域についての復原的研究鬼頭清

〃

１１本' 1 } 士Ｉｌｊ‘ 銅器の材衝分析による締年研究町、

一般研究ＢＩｌｆ代武共の研究猪熊兼

〃

I I r 代水時 I ; | ･ 発達史の研究木下正

考古学史の准礎的資料収集並びに研究佐原
〃

一般研究Ｃわが国古代における蝋瀧# ' f 造の復原的研究Ｉ：楽善

駅家の考古学的研究 ’ １１中敏
〃

奨励研究Ａ西宮記諸写本の校合を辿してふた平安時代儀式のWl I 光橋本義

西Ｈ本における弥 ' k 時代後期上器の細年的研究岩永櫛
〃

「ヘラ‘ 把妙ｊをもつl : 器に|則する研究一その分ｲ i j と地域| ' | ; －四ｌ】寿
〃

考古学における動物過( f 体のJ 1 聯的研究一ﾘ 眺標水の作成を｜公ル
〃

『' ' 心として－

猟状鏡板態に側する姻漣的研究化谷
〃

洞造文化財における経年変化の定吐的解析に関する研究内ＩⅡ昭
〃

建築A 職1 にぷる室町建築界の地域| ' k に関する研究治水災
〃

１１本庭圃における最観W f 成に関す- る研究本ｒｌ可
〃

試験研究（１）発掘遺柵を対象とする簡粉写真測I i k 法の| ) H 発研究伊東太

特定研究（１）l l I I 1 1寺を‘ I ｣ 心とする出土ｲ <材の保存法の改良と考I I f 学的処築坪井清

史学的研究

I 堂』擬幽劣航空写典怖報 ”

海外学術調炎１１本と1 1 ' ＩＲＩにおける郁市の比較的研究（予Mi I 淵j f ）〃

舘野和己

( 5 ) 1 9 8 5年1 0月1 9日藤原宮第4 6次発掘調査

（新庁舎予定地）大脇潔

( 6 ) 1 9 8 5年1 1月２１．１滴神遺跡第５次発掘調在

立木修

( 7 ) 1985年１１月231 - 1平城宮跡第169次発掘調査

（第二次刺噛院朝庭域）本中真

( 8 ) 1 9 8 5 年１２月1 4 日平城京右京八条一坊十四坪

発掘調代杉 1 1 1 洋

( 9 ) 1 9 8 6年３月1 5 1 1平城宮跡鋪1 7 1次発掘調査

（第一次朝唯院東南部）イビ谷満

平城宮跡資料館・覆屋公開

( 1 ) 春季特別公附1 9 8 5 年４月2 7 日～５月６日

見学嵩9 , 1 4 9 名

秋季特別公開19 8 5年1 0月2 6日～1 1月1 0日

見学者1 7 , 4 6 7箱

( 2 ) 見学群数

Ｉ事業概要

１研究普及事業

公開講演会

（１）1 9 8 5 年５月1 8 日第5 7 回公開講減会

「象朕遺物の保存科学的研究」秋山隆保

「縄文文化の起源」土肥紫

( 2 ) 1 9 8 5年1 1月９日館5 8回公開識演会

「番付腿諜から象た室町・桃l I I 進築」

満水真一

「古代の武具一飛鳥寺然心礎の雄I | ｣ 」

小林雛一

現地説明会

( 1 ) 1 9 8 5 年６月2 9 Ｈ平城京左京九条三坊十坪発

掘調査田辺征夫

( 2 ) 1 9 8 5年７月６１１平城宮跡蛎１６５次発掘調査

（南面大垣一壬生門東一）儒本疑則

( 3 ) 1 9 8 5 年９月1 4 日平城京右京八条一坊十三坪

発掘調査千 1 1 1 剛道

( 4 ) 1985年９月26日・271 - 1平城寓跡第167次発

掘調査く見学会＞( 南面大塊一展ﾉ | 皇門西一）

１８，００Ｃ

３０Ｃ

5００

I ﾒ ：分盗料館｜陵瞳 ‘ 汁

3 , 1 0 0

1985年’ 73, 024153, 320126, 344

染ｉｌ・’ 7 2 0 , 5 6 0 1 , 0 2 5 , 6 2 6 1 1 , 7 4 6 , 1 8 6

1 , 5 0 0

資料館は1 9 7 0 年度，斑展は1 9 6 8 年度以降の采‘ 汁

2 1 9 8 5 年文部省科学研究費補助金による研究

7００

研究代炎若｜交付額課 胆群研稲 別

90Ｃ

64, 000千l 聖

中

頭

Ⅲ

熊

下

原

楽

中

本

水

Ⅲ

〃

谷

川

水

中

東

井

琢

明

章

勝

史

真

通

史

則

三

生

章

浩

人

一

興

作

足

奈良国立文化財研究所要項

引叩

９０Ｃ

9００

6００

20件

1，９００

９０Ｃ

５０Ｃ

ｊｍＯ

116 , 120

５，１０Ｃ

計

－５９－

5 , 0 5 0

3 , 2 0 0

6, 87Ｃ



４埋蔵文化財センターの研修・指導

研修埋蔵文化財の保護に資することを目的

として主に地方公共団体の埋蔵文化財保護行政担

当者を対象に次の研修を実施した。

( 1 ) 昭和6 0 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（写真測量: 課程）

1 9 8 5年４月1 8日～４月2 7日（参加者1 3名）

( 2 ) 昭和6 0 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（縄文時代遺跡調査課程）

1985年５月10日～５月21FＩ（参加者26名）

( 3 ) 昭和6 0 年度埋蔵文化財発掘技術者特別研修

（石造物調査課程）

1 9 8 5年６月４口～６月６i ･ Ｉ（参加者3 0名）

( 4 ) 昭和6 0 年度埋蔵文化財担当蒋務職員特別研修

（埋蔵文化財基礎課程）

1985年６月14F１～６月20日（参加者33名）

( 5 ) 昭和6 0 年度埋蔵文化財発掘技術者一般研修

（一般課径）

1 9 8 5 年７月２日～８月９日（参加者2 4 名）

( 6 ) 昭和6 0 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（鉄器保存課程）

1 9 8 5年９月３日～９月2 0日（参加者1 6名）

( 7 ) 昭和6 0 年度埋蔵文化財発捌技術者専門研修

（埋蔵文化財情報課程）

1985年10月１日～10月11日（参加者30名）

( 8 ) 昭和6 0 年度埋蔵文化財発掘技術者特別研修

（士脚隈ゲ課程）

1985年10月2211～10月24日（参加者22名）

( 9 ) 昭和6 0 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（予備調査課程）

19 8 5年11月１日～11月19日（参加者20名）

⑩昭和6 0 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（遺跡保存整備課程）

1 9 8 5年1 2月３日～1 2月９日（参加者2 7名）

( １１）昭和6 0 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（環境考古課程）

1 9 8 6 年３月７日～３月2 6 日（参加者2 3 名）

研修典一覧表

股5 1 , 8 1 8 2 7 , 7 2 2

陳列品購入

栗原寺軒丸瓦岡酒船禰（模）

３飛鳥資料館の運営

展示

第一展示室常設展示

第二展示室特別展示「大官大寺」

（1985. 4. 23～1985. 5. 26）

特別展示「日本と韓国の塑像」

（1985. 10. 3～1985. 11. 24）

普及

前年同様インフォメーションルームで観覧者の

質問に応じている。また，特別展示の図録として

｢ 大官大寺｣ 及び｢ 日本と韓倒の塑像｣ を刊行した。

入館者数（19s ５．４．１～1986 . 3 . 3 1開館Ｈ数315日）

－６０－

氏名 ’

服部哲則

加' １，・千恵子

Ｋｉｍ, Ｈｏｎｇ－Ｊｕ

小林直人

商森英純

前川依久雌

文永彬

鮮衡

弛培隆

岡ｌｌＩ真知子

所属｜受入れ期間｜受入れ室

( 財) 千葉県文化財センター調在

研究典

兵庫県教委技術職典

慶州倒立博物館学芸士

三重県教委ﾘ f 1 : 外研修生

( 鈴鹿市立稲生小学校教諭）

同上

( 嬉野町立職川小学校教諭）

同上

( 上野市立丸1 1 1中学校教諭）

韓国文化財梼理局専門委典

北京大学研究生

映西竹文物符理委典会

徳島鼎博物館学芸典

１９８５．５．７～

１９８５．５．２７

１９８５．５．８～

１９８６．３．２７

１９８５．７．８～

１９８５．９．２０

１９８５．９．１～

1985. 11. 30

1,985,0,～

119851228

1985. 12. 15～

１９８６．４‘ １４

１９８６．２．３～

１９８６．２．２８

1986 . 2 . 1 0～

１９８６．２．２１

1986 . 2 . 1 4～

１９８６．２．２１

遺物処理研究室

上

上

１

１

飛鳥藤原宮跡発掘調

迩部

平城宮跡発掘調査部

側上

建造物研究室

埋蔵文化財センター

研究指導部

側上

遺物処理研究室

研修指導内容

出土辿物の保存処理につ

いて

埋職文化財の保存処理

金城傑作処理

埋蔵文化財の発掘洲在お

よび保存について

上

上

側

岡

建造物修理と発掘調迩に

ついて

発掘洲在の方法と測品法

等

測地および発掘調強等

保存科学研修

杵通観覧

l 団体観覧
有料 無料 合計

'42,7601

227, 056

商・大生

小・中生

削 84, 296

11, 009



発掘調査・整備・探査指導

（北海道）附陽ﾒ L 遺跡，‐ 1 2 , と悶勝l I l 館跡，美利

河遺跡，（岩手ﾘ , ＤＣ越制廷1 札鴨岡城跡，ノL 戸

城跡，肌沢城跡，（宮城叫９多f I i 城跡，MI l I I 遺跡、

( 山形県）押出辿跡，洲、１３辿跡，（福島県）薬

師堂石仏，惣日寺跡，関和久上町遺跡，（淡城ﾘ Ｉ９

神野向遺跡，（栃木県）足利学校跡，下野閏庁跡，

下野薬師寺跡，（鮮馬県）上野| : I < 1分. 序跡，′ i ･ 2通迩

跡，（神奈川県）瑞泉寺庭悶，小、原城跡，（常

山県）じようべのま辿跡，安耐城跡，桜町追跡，

北代迩跡，（福井県）I I f 河遺跡，（長野県）綴木

城二の丸御殿跡，森将耶塚' ' １･ 戦舞龍宿本陣跡，

! ' ･ ' 央道長野線遺跡，信挫岡府遺跡，（岐' ; 1 . 県）峡

' ; １. 城跡千個: 蚊，尚I | |城跡，災淡倒分･ J f 跡，（静岡

蝶）勝問田城跡，横弧伐城跡，大谷川遺跡、（愛

知県）尾張園府跡，．- ﾐ 河脚分､ 予跡，（三I 初I ！）斎

富跡，牧虹窯跡，里見廃寺，近畿I ‘ 1 励屯道閃伊勢

線遺跡，一般同道１号他山バイパス遺跡，噸1 1 1 遺

跡，（滋賀県）総持寺庭園・池明氏庭圃，針江川

北遺跡，（京都府）渦雌寺跡，山城脚分寺跡，丹

波周分寺跡，福堆塚窯跡，大覚』f 御所跡，滋笠谷

窯跡，（大阪府）雌波桝跡，ＩｊＬ１天I ; 寺境内跡，野

1 ' １寺，三ツ塚古戦，沖蛍城l l l l I f 職，長原遺跡，御

I mi i f 塚占戦，風土記の丘地域，大阪l 『州ド地域，

( 兵庫県）播勝閏分寺跡，感状l { I 城跡，辻井遺跡，

新宮・宮内遺跡, 桜ケ厭釧鯉・釧父，七日市遺跡，

伊和中山古城，淡路悶分寺，川岸遺跡，大山維園，

伊和中山４号戦，（奈良県）新沢下塚l I f 噛群，飛

鳥水落遺跡，ルI 『1 1 , . ．鍵遺跡，（和歌１１呪）上野廃

寺跡，秋月遺跡，（島限り, ９荒神谷遺跡，数晃寺，

出需雨山代郷上倉跡、邪見銀11 1跡，（岡i 1 1 ﾘ I ↓ ）大

廻小廻山城跡屯1 1 1 世跡，圃井土ｊ| : 遺跡，美和山

占噛祥，（広島県）ｌＹｆ戸丁･ I l i l : 町遺跡，大寓遺跡兼

代地区，（I l l n県）大| ﾉ j 氏辿跡，延行条1 K遮跡、

土井ケ浜遺跡，綾継木郷遺跡，（徳! ; ﾙ ﾘ ＩＤイキ杉1 1 1

遺跡，阿波函府跡，（呑川ﾘ I L ）識岐倒分寺跡，７ｉ

滴尾山古噛群，（感媛県）松' 1 1 城跡三の凡久米

高畑遺跡，（高知県）高知空港紘張地腫．（福岡

県）太宰府跡，．E塚, l f j l ' f ，惟木111遺跡，（佐礎県）

大黒町遺跡，名護段城舷びに陣跡，谷口古噛，

( 長崎県）州島和蘭商館跡，帆水力熊野神社遺跡，

伊水力遺跡，（熊本県）塚原1 1 , . 1 畑ド，風- 上記の丘

地域，（大分り! ｛）弥勤寺旧境内，磯後間分群跡，

カヲソドヤi I f 噸，（宮崎県）並ケ池枇穴昨（i ' | ’

細り, ９門1 K 城跡，フルスト原辿跡，今帰仁城跡，

崎枝・赤崎遺跡

埋蔵文化財ニュース刊行

節5 1号城館｣ 1 1 : 発掘i 淵在・分布調在報併i 【ドー覚

館5 2 号埋蔽文化財関係調在報ｲ ｉｆ‘ 【等のI : Ｉ行数．

発伽脳等件数の惟移

節5 3 号ｊＩＭﾙ ﾘ i 文化財発掘届出件数と発掘調在出川

の推移

鮒5 4 号地方公共l ﾘ １体雌蔵文化財保謹発州' | 調介機

関等の現状

５その他

委員会等

鋪l 2 I l l 1飛‘ 鳥涜料館運営脇, 談会

1 9 8 5年５）) 1 5 1 1於飛鳥盗料館

平城・飛鳥藤l 舟噛跡調1 制剛| i 指導委典会

1 9 8 5 年６j j 2 8 1 j ・２９１１於平城宮跡賛料館淋堂

保岬: | ･ 学研究集会

1 9 8 6 年３月2 4 1 - 1 . 2 5 1 1 於平城富跡資料館碓聡

外国出張

坪| : ｉｌｌｉ足考占学に関する学術交流及び調在のた

め中華人民共和圃へ出張

1985年６月３１１～同年６ｊｊｌ８Ｉｉ

ｌｌ水と中| ･ K l における郁市の比絞史的研

究のためI ' . ’ 華人民共和岡へ出張

1 9 8 5年９月１１－１～同年９月30口

保存に関する研究協議会出席のためイ

タリアへ出張

1 9 8 5年１２月４１１～同年1 2月９日

' ' ' ' ' １琢考古学に関する学術交流及び調在のた

め' ' 1 堆人民共和同へ出張

1 9 8 5 年６月３日～同年６月1 8 Ｈ

町川章考I l f 学に関する学術交流及び調炎のた

め' ' １堆人民共和雨へ出張

1985年６月31 - 1～同年６月181｣

悔水長二郎考古学に関する学術交流及び調在の

ため! ' 』堆人民共和圃へ出張

1 9 8 5 年６月３日～同年６月1 8 口

東南アジア氏家の系統的研究のためイ

ンドネシア，タイへ出張

19 8 5年８月９，～同年９月25 1 . 1

淵熊旅勝展随会のための韓同･ 占代仏教美術の読

恋のため大撚民悶へ出張

1 9 8 5 年6ノ1 2 3 1 1 ～同年７月5日

－６１－



展覧会のための韓圃古代仏教美術品の

借用のため大韓民国へ出張

1 9 8 5 年９月1 1円～同年９月2 0日

展随会のための郷国古代仏教美術品の

返却のため大韓民国へ出張

1985年11月29Ｈ～同年12月13日

沢田正昭考古学に関する学術交流及び調森のた

め中華人民共和雨へ出張

1 9 8 5 年６月３日～同年６月1 8 日

松本修自ローマ文化財修復国際セソクーの建造

物保存コースに参加及び事前の語学研

修のため連合王同，イタリアへ出張

1 9 8 5年11月23日～198 6年６月９日

土肥素内陸アラスカの考古学的研究のためア

メリカ合衆国へ出張

1 9 8 5年７月1 3日～同年８月3 1日

小林謙一展覧会のための総国古代仏教美術品の

調査のため大韓民国へ出張

1 9 8 5年９月1 1 F I ～同年９月2 0日

井上和人展覧会のための韓爾古代仏教美術の調

査のため大韓民扇へ出張

1 9 8 5 年６月2 3 日～同年７月５日

井上直夫展覧会のための韓扇古代仏教美術の調

査に伴う搬影のため大韓民同へ出張

1 9 8 5 年６月2 3 F I ～同年７月５日

協力事業等

文化庁では1 9 7 1 年度から特別史跡藤原宮跡の圃

有化を進めており，1 9 7 2 年度から当研究所が文化

庁から支出委任を受けて買収事務を担当している

が，1 9 8 5 年度の状況は下記のとおりである。

区分｜面積金額

1 9 8 5 年度’ 7 , 8 9 4 . 4 7 , 2 271, 932, 999円

固有地合計’ 2 9 3 , 6 4 2 . 7 1 1 7 , 6 3 3 , 1 6 2 , 1 8 9

Ⅱ図書及び資料

図書9 0 , 0 9 2 冊 ( 1986. 3. 30）

区分｜種別恥入寄贈 ’ 計

和漢. ‘ ＩＦ’ １，８１７１６，７３９１８，５５６

鵬捌３

洋秤 ’ １４５１１４２１２８７

和漢丹’ ４０，７９１１４３，３９３１８４，１８４

累計

洋ＩｉＦ’ ５，０３６１８７２１５，９０８

写真3 1 7 , 9 1 0 点（1 9 8 5 年度末現在）

－６２－

Ⅲ研究成果刊行物

1 1 9 8 5 年度刊行物

名 称

学報第4 4 冊平城京左京三条冥坊六坪発掘調査

報告

史料第2 8 冊平城宮木簡四

第2 9 冊興福寺蕨典鰯交番目録第一巻

例録第1 4 冊日本と韓国の塑像

第1 5 冊飛鳥寺

報告講等昭和6 0 年度平城宮跡発掘調査部発掘調在概

報

飛鳥・藤原宮発掘調査慨報

平城宮発掘出土木簡概報1 ８

平城京左京九条三坊十坪発掘調査報僑

２前年度までの刊行物

奈良国立文化財研究所学報

年度

75雨

1955

1956

1957

195Ｒ

1959

1 9 6 0

1961

1 9 6 2

1963

1 9 6 5

1967

1969

1971

1973

1 9 7 4

1９７５

1976

1 9 7 7

１日hn8

節１冊

第２冊

第３冊

第４冊

第５冊

第６冊

第７冊

第８冊

第９冊

鈍10冊

第11冊

節12冊

第13冊

第14冊

篭15冊

第16冊

第17冊

第18冊

第19冊

第20冊

第211，

第22冊

館23冊

第24冊

第25冊

第26冊

第27冊

鋪28111｝

鋪29冊

第30冊

第31冊

第32冊

第3 3冊

雛34冊

第3 5冊

稿祢

仏師連慶の研究

修学院離宮の復原的研究

文化史論叢

奈良時代倫房の研究

飛鳥寺発掘調査報告

中世庭園文化史

興福寺食堂発掘調在報告

文化史論叢Ｕ

川原寺発掘調査報告

平城宮跡・伝飛鳥板蒜宮跡発掘調査報

/ 燈

ＩＪ

Ｉ売家建築のＷｉ究

巧匠安阿弥陀仏快慶

護殿造系庭園の立地的考察

レースと金他舎利塔に関する研究

平城宮発掘調査報告Ⅱ官衝地域の調

査

平城宮発掘調査報告Ⅲ内典地域の調

査

平城宮発掘調査報告1 Ｖ官筒地域の調

査

小堀遠州の作事

藤原氏の氏寺とその院家

名物裂の成立

研究論集Ｉ

研究論集Ⅱ

平城宮発掘調強報告V Ｉ平城京左京一

条三坊の調査

高1 ｣ １－町並調在報告一

平城京左京三条二坊

平城宮発掘調査報侮Ⅶ

飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ｉ

研究論集Ⅲ

木曾奈良井一町並調査報告一

五条一町並調査の記録一

飛鳥・藤原宮発掘調在報告Ｉ

研究論集Ⅳ

イタリア中部の－山岳災落における民

家調査報告

平城宮発掘調在報告Ⅸ

研究論集Ｖ



504, 218千円

671, 909

４，３８２

５６，５０６

1, 591

436, 445

５４ｫ５９０

４６，５５４

４２，００６

29, 835

413, 133

25, 328

279, 396

100, 000

８，４０９

Ｈ木1 1 r 代の墓誌銘文篇

, ｉｆ代の誕生仏

飛鳥時代のI I f 墳一I 断掻塚とその周辺一

Ｈ本７１丁代の鴫尾

' 11111寺股

, 断松塚拾年

渡来人の寺一桧隈寺と坂川寺一

飛鳥の水時計

小建築の世界一埴輪から瓦塔まで－

藤原宮一､ ' ４世紀にわたる調査と研究一

人件災

運営斑

４ｆ業櫛理

一般研究

緋別研究

発棚調愈

宵跡唯伽管理

飛鳥資料館巡営

埋蔵文化財センター運憐

新庁舎維持播理等経費

施没１Ｍ

施設稚備我

平城富跡等盤備饗

ィく動産雌入費

各所修繕饗

節4111｝

第５冊

第６冊

節７１Ⅲ

鰯811｝

鰯９冊

鋪10冊

第111Ⅲ

第12冊

鋪1 3冊

1 9 8 6 年度１２２１４６４９１

－６３－

平城富盤附閥査報告Ｉ

飛鳥・藤原宮発掘洲充報ｲ ﾔ Ⅲ

研究論災Ⅵ

平城宮発掘調査報告Ｘ

平城宮発掘調森報告> ｑ

研究論集Ⅶ

平城宮発掘調在報告MI

I １本における近世民家（農家）の系統

的発膜

1 9 7 F

第36冊

第37冊

第38冊

第39Ⅲ｝

第40冊

第41冊

第42冊

第4 3冊

建物

１．庁舎|:淵|Ｉ

1９７９

1979

1980

1981

1982

1 9 8 9

198Ｃ

1981

1984

1９８４

称

奈良国立文化財研究所史料

Ｖ予算（1 9 8 5 年度）

年度 称塙

Ⅳ定員

第１冊

第２冊

第３冊

第４冊

第５冊

第6111｝

第７冊

第８１１１｝

第９冊

1 9 5 4 第１冊南無阿弥陀仏作群雌（複製）

1 9 5 5 第２冊西大寺叙雌伝記集成

1 9 6 3 雛３冊仁和寺史料寺誌細1

1 9 6 4 館４冊俊乗坊重源史料集成

1 9 6 6 第５冊，I z 城宮, k 簡１図版

1 9 6 7 第6 1 1 1 ｝に和寺史料寺誌細2

1 9 6 9 第５冊、1 z 城' 9 木簡１解説（別冊）

1 9 7 0 第７冊麿招提寺史料1

1 9 7 4 第８冊、1 z 城宮木簡２Ⅸ1 版・解説

第９冊’ 1 本美術院彫刻等修理記録1

1 9 7 5 第1 0 冊１１本美術院彫刻等修理記録1

1 9 7 6 第1 1 冊’ 1 本美術院彫刻等修理記録Ⅲ

1 9 7 7 節1 2 冊藤原宮木簡１１刻版・解説

第1 3 冊Ｈ本美術院彫刻等修理記録Ⅳ

1 9 7 8 第1 4 冊’ 1 本美術院彫刻等修理記録Ｖ

第1 5 冊東大寺文予Ｉｆ目録第１巻

1 9 7 9 第1 6 冊’ １本美術院彫刻等修理記録Ⅵ

鋪1 7 冊平城富木簡３凶版・解説

第1 8 冊藤原富木簡２図版・解説

第1 9 冊東大寺交沸目録第２を

１９８０第2 0 冊Ｈ本美術院彫刻等修理記録Ⅶ

第2 1冊東大寺文' 1 ｆ目録第３巻

1 9 8 1 第2 2 冊七大寺巡礼私記

第2 3 冊東大寺文書目録第４を

1 9 8 2 第2 4 冊東大寺文諜目録第５を

第2 5 冊、I z 城寓出土塾抑土器集成1

1 9 8 3 第2 6 冊束大寺文秤目録第６巻

1984第27111｝木器集成図録一近畿11『代篇一一

区分|脂定職|行政職目|行政職ﾛ|研究職｜計

飛鳥白肌の在銘金銅仏

飛鳥白肌の在銘金銅仏銘文箭

Ｈ本古代の荘誌

27, 375㎡

8, 860㎡

20, 382㎡

17, 092㎡

８０㎡

1, 343㎡

1, 347, 764㎡

1, 076, 010㎡

293, 642㎡

5, 041㎡

23, 884㎡

23, 293㎡

1 9 8 5 年度 ’ １２２１４１６６１９３

年度

説

説

解

解

１

２

３

４

５

６

７

８

９

細

細

細

細

編

瓦

醒

細

綿

綿

瓦

瓦

瓦

瓦

瓦

細

瓦

瓦

瓦

奈良国立文化財研究所基準擬料

年度

堀

稽

称

1, 589, 260

飛鳥資料館図録

I汁

' 978

1979

1980

1 9 8 3

L一

' 973

1974

1975

1 9 7 6

Ｎｉ漁！

' 撚撫



6４

群務補佐貝（庶務部庶務課）に採用

西嶋禰美

研究補佐貝( 飛鳥藤原宮跡発掘調在部）

に採用小寺誠

常1 1 1 工業高等専門学校欝務部長に配股

換大村幸男

文化庁文化財保護部建造物課主任文化

財調査官に配置換吉田靖

京都倒立博物館学芸課考古室長に配置

換 森郁男

滋貨医科大学教務部学生課長に転任

蒋井明

大阪大学レーザー核融合研究センター

業務節二係長に転任林勝彦

文化庁文化財保謹部記念物課に娠任

佐藤信

国立民族学博物館情報管理施設技術室

に転任中川隆

５月１Ｈ庶務部会計課用度係長に外任

西村博美

奈良園立博物館管理課会計係長に転任

新井緋治

５月 2 2 日死亡

（平城富跡発棚調査部主任研究官）

西弘海

７月１１１平城宮跡発掘調森部主任研究宮に昇任

千田剛道

平城宮跡発掘調査部主任研究鴬に昇任

山崎信二

飛鳥藤原宮跡発掘調在部主任研究官に

昇任岩本圭輔

飛鳥藤原宮跡発掘調査部主任研究博に

昇任大脇潔

８月2 0 1 1 撫務補佐貝（埋厳文化財センター教務

室）に採用築山蕪

辞職

宮崎弘美

1 2 月3 1 日辞職

佐藤興治

１月１「１庶務部会計課専門職貝に昇任

柿木治

庶務部庶務課専門職員に記侭換

西田健三

平城宮跡発掘調査部辿隣調在室に採用

分|木庁舎|平城|藤原鵬制繍|計
ｘ

６４

３８４

５７６

２５６

１，６８６

２００

１．９４５

ｎｆ

３０４

２７４

３６

５９

国

111

２．備舎等 5 9 1 ㎡

電要文化財旧米谷家化宅 2 1 3 ㎡

郡山構舎〈一 ) ，ロ 1 5 3 ㎡

飛鳥資料館宿舎 2 2 5 ㎡

主要工事

( 1 ) 施設整備 1 1 ｔ千 ' １１

昭和6 0 年度飛鳥藤原宮跡発伽調査部遺物倉

庫新営工事 2 , 3 3 0

( 2 ) 平城宮跡地等整備礎

平城富跡宮内裕南殿輔二殿復原工事8 9 , 0 0 0

平城宮跡環境整備昭和6 0 年度第一期工事1 1 4 , 8 0 0

平城宮跡椛内道路補修等工~群3 , 9 0 0

平城宮跡環境整備昭和6 0 年度鮒二期工撫6 4 , 0 0 0

6 . 7 9 3

ｚ

１

０

７

６

２

９

８

４

脚

９

７

３

４

８

４

６

６

．

。

．

。

！

㎡

1, 10Ｃ

2, 188

1, 093

５０２

４７３

１，２２４

４８６

１，６５６

６３７

10,90813,2sO'2,682136123,699

Ｉ１Ｔ

568

1, 419

1, 021

３３８

I1r

138

4 1 8

3Ｇ

' 1 ｆ勝篭

研究室

盗料･例i I 続

会談室

識唯

展示室

写真室

覆瞳･ 展示陳

車 庫

倉庫･ 収蔵庫

研修練

その他

Ⅶ人事移動

（1985年４月111~1986年3ﾉﾘ3111）

４月１１号Ｉ庶務部長に昇任

伊藤省三

埋蔵文化財センター教務室長に昇任

東谷久夫

平城' 菖跡発掘調在部考古第二調査室長

に昇任田辺征夫

庶務部会計課経理係長に昇任

山ｎ．砿治

庶務部会計課経理係経理主任に昇任

小林雅文

埋蔵文化財センター情報資料室に転任

包国征治

平城宮跡発掘調在部考古第三調査室に

記侭換花谷滞

飛鳥藤原宮跡発掘調在部造椛調在室に

配淵典深沢芳樹

2，２４１

P 卿 8７

８４

１２３

１，４１６

１．７４弓

２５９９．１

２，１４４４８フ

１１８１，０６２

7, 692

1, 416

5, 202



烏田敏男

３月３１日辞職（任期満了）

坪ｊＩ：満足

辞職（定年退職）

米田一二三

辞職

菊本洋子

Ⅷ組織規定

文部省組織令抜堆

昭和5 9年政令館1 2 7蹄

昭和59年７j 111. 1余部改TI ；

節1 0 8 条

２前項に定めるもののほか，文化庁に次の施設

等機関を侭く°

阿立文化財研究所（前後略）

第１１４条両立文化財研究所は，文化財に関する

調査研究，盗料の作成及びその公表を行う機関

とする。

２同立文化財研究所には，支所を瞬くことがで

きる。

３爾立文化財研究所及びその支所の名称，位侭

及び内部組織は，文部禰令で定める。

文部省設置法施行規則抜華

昭和2 8 年１月1 3 1 1 文部竹令第２妙

追加昭和4 3年６ﾉ j l 5 H文部竹令第２Oザ

昭和45年４月171 . 1文部禰令第11号

昭和4 5 年４月1 2 日文部符令第６妙

昭和4 9年４月1 1 1 1文部門令第1 0サ

昭和5 0 年４月２１１文部禰令鋪1 3 湯

昭和51年５〃101 . 1文部門令第16号

昭和5 2年４j j l 8 I 1支部門令第1 0サ

昭和5 3年４月５１１文部箇令第1 9脇・

昭和53年９月９１１支部禰令第33 } j ・

昭和5 5 年４月５１１文部宵令第1 4 号

昭和5 5 年６月2 5 日文部撒令第2 3 号

昭和58年10月１日文部符令第25 ) j ・

昭和5 9 年７月1 1 1 文部櫛令第3 7 号

第５章文化庁の施設等機関

第４節同立文化財研究所

節１１６条の９同立文化財研究所の名称及び位侭

は，次の表に掲げるとおりとする。

稿称位縦

東京同W § 文化財研究所東京邪台刺又

奈良厩泣文化財研究所｜奈良ﾘ ﾑ 奈良市

第２款奈良倒立文化財研究所

( 所長）

節1 2 3 条奈良倒立文化財研究所に，所長を極

く。

２所長は所務を学理する。

（内部組織）

鮒1 2 4 条奈良阿立文化財研究所に，庶務部，建

造物研究室及び歴史研究室並びに平城宮跡発掘

調在部及び飛鳥藤原寓跡発掘調在部を侭く。

２前夜に定めるもののほか，奈良阿立文化財研

究所に，飛烏盗料館及び埋蔵文化財センターを

ｆ'tく°

（庶務部の分課及び‘ ＩＦ務）

館1 2 5 条庶務部に，次の二課を撒く。

一庶務課

二会計課

２庶務課においては，次の事務をつかさどる。

一職員の人覗に関する事務を処理すること。

二職員の隔利厚生に関する事務を処理するこ

と。

三公文諜頬の接受及び公印の祷守その他庶務

に関すること。

四この研究所の所堆聯務に関し，連絡調整す

ること。

菰この研究所の所掌に係る遺撒及び遺物の保

令のための鮮附に関すること。

六前各号に掲げるもののほか，他の所掌に属

しない撫務を処理すること。

３会計課においては，次の事務をつかさどる。

一予算に関する．聯務を処理すること。

二経班及び収入の決算その他会計に関する事

務を処理すること。

三行政財産及び物1 1 1 1 1 の管理に関するT l ｆ務を処

理すること。

四庁舎及び設備の維持，笹理に関するﾂ f 務を

処理すること。

庇庁内の取締りに関すること。

（建造物研究室等の桝務）

第1 2 7 条建造物研究室においては，建造物及び

伝統的建造物群に関する調査研究を行い，並び

にその結果の公表を行う。

２雁史研究室においては，考占及び史跡並びに

歴史資料に関する調在研究を行い，並びにその

結果の公表を行う。

（平城宮跡発掘調査部の六室及び’ 1 Ｆ務）

館１２８条平城宮跡発掘調査部に，考古第一調査
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室，考古第二調査室，考古第三調在室，遺構調

査室，計測修景調査室及び史料調査室を随く。

２前項の各室においては，平城宮跡に関し，次

項から第六項までに定める事務を処理するほ

か，その発掘を行う。

３考古第一調査室，考古第二調査室及び考古第

三調査室においては，別に定めるところにより

分担して，進物（木簡を除く）の保存盤理及び

調査研究並びにこれらの結果の公表を行う。

４遺構調査室においては，辿構の保存整理及び

調査研究並びにこれらの結果の公表を行う。

５計測修殿調査室においては，巡構の計測及び

修般並びにこれらに関する調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

６史料調査室においては，木簡の保存整理及び

調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

（飛鳥藤原宮跡発堀調査部の四室及び事務）

第1 2 9 条飛鳥藤原宮跡発掘調査部に，考古第一

調在室，考古第二調査室，辿構調査室及び史料

調在室を置く。

２前項の各室においては，藤原宮跡及び飛鳥地

域における宮跡その他の遺跡に関し，次項から

第五項までに定める事務を処理するほか，その

発掘を行う。

３考古館一調査室及び考古第二調在室において

は，別に定めるところにより分担して，遺物

（木簡を除く）の保存整理及び調査研究並びに

これらの結果の公表を行う。

４巡構調査室においては，遺構の保存整理及び

調査研究，辿職の計測及び修景並びにこれらに

関する調査研究並びにこれらの結果の公表を行

う。

５史料調査室においては，木簡の保存整理及び

調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

（飛鳥演料館）

第1 3 0 条飛鳥資料館においては，飛鳥地域の歴

史的意義及び文化財に関し，国民の理解を深め

るため〉この地域に関す為考古資料，歴史資料

その他の資料を収集し〆保管して公衆の観瞳に

供し，あわせてこれらに関する調査研究及び覗

業を行う。

（飛鳥資料館の館長）

第1 3 1 条飛鳥資料館に館長を侭く。

２館長は，館務を掌理する。

（飛鳥資料館の二室及び事務）

第1 3 2 条飛鳥資料館に，庶務室及び学芸室を侭

く。

２庶務室においてば，飛鳥賛料館の庶務，会計

等に関する事務を処理する。

３学芸室においては，次の事務をつかさどる。

一飛鳥地域に関する考古資料，歴史資料，建

造物，絵画，彫刻，典籍，古文, 醤その他の資

料の収集，保管，展示，模写，模造，聯其の

作成，調査研究及び解説を行うこと。

二飛鳥地域に関する図森，写真その他の資料

の収集，整理，保管，展示，閲覧及び調査研

究を行うこと。

三飛鳥盗料館の事業に関する出版物の編集及

び刊行並びに普及宣伝を行うこと。

（埋蔵文化財センター）

館1 3 3 条埋蔵文化財センターにおいては，次の

事務をつかさどる。

一埋蔵文化財に関し，調査研究及びその結果

の公表を行うこと。

二埋蔵文化財の調交及び保存整理に関し，地

方公共団体の埋蔵文化財調査関係職員その他

の関係者に対して，専門的，技術的な研修を

行うこと。

三埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し，地

方公共団体の機関その他関係の機関及び団体

等の求めに応じ，専門的，技術的な指導及び

助言を行うこと。

四埋蔵文化財に関する情報資料の作成，収

集，整理，保管及び調査研究を行い，並びに

地方公共団体の機関その他関係の機関及び団

体等の求めに応じ，その利用に供すること。

（埋蔵文化財センターの長）

第1 3 4 条埋蔵文化財センターに長を低く°

２前項の長は，埋蔵文化財センターの事務を掌

理する。

（埋蔵文化財センターの内部組織）

鋪１３５条埋蔵文化財センターに，教務室，研究

指導部及び情報漬料室を液く。

（教務室の事務）

節1 3 6 条教務室においては，研修の実施に関す

る事務を処理するほか，埋蔵文化財センターの
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庶務に関する事務をつかさどる。

（研究指導部の六室及び’ 1 Ｆ務）

第１３７条研究指導部に，考占計画研究室，集落

遺跡研究室, 発掘技術研究室, 遺物処理研究室，

測歎研究室及び保存工学研究室を侭く。

２考古計画研究室においては，第１３３条第１号

から第３号までに掲げる号, l ¥務（他の室の所掌に

属するものを除く）をつかさどる。

３集落遺跡研究室においては，集落遮跡に関

し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事

務（遺物処理研究室，測並研究室及び保存工学

研究室の所掌に閥するものを除く）をつかさど

る。

４発堀技術研究室においては，辿跡の発掘技術

に関し，第１３３条第１号から節３号までに掲げ

る．' 脚務をつかさどる。

５遺物処理研究室においては，遺物の処理に関

し，第１３３条第１号から鋪３号までに掲げる湘

務をつかさどる。

６測{ ｉｔ研究室においては，埋蔵文化財の測ﾙ ﾋ に

関し，第１３３条第１号から第３号までに掲げる

聯務をかさどる。

７保存工学研究室においては，遺跡の保存整備

に関し，節１３３条節１号から第３号までに掲げ

る郡務をつかさどる。

（情報淡料室の４１: 勝）

節１３８条情報盗料室においては，鋪１３３条第４

号に掲げる．，1 1 : 務をつかさどる。
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司
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典
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築

築

築

築

文部技官

文部技官

文部技官

支部技愉’

篭

繍議

部技官室

部技官

部技官（併

査典（非１

文

交

叉

調

■

．

Ｉ

寸

■

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

室

樵

史

史

史

史

主I l E 研究官

主任研究官

主圧研究官

主舵研究官

主脹研究官

Z1F務総括( 併任）

（兼任）

（雄任）

建築

遺跡庭閲

考古

考古

考古

. ‘ ＩＦ務

警伽

警術

所属

「一

庶｜

庶

務

諜

務

部

今

云

訓

郷Ｉ

｢朔i；

建

造

物

研

究

室

歴

史

研

究

室

| 氏名

鈴木嘉吉

,嘘禰三｜

謄本保之

筋忠 ｿ ｊ

西田健三

: 部騰濡

森、光治

岡川博先

八幡扶桑

宍戸雅子

港悦子

福本良子

新富恋子

守' １１月子

本中宣代

中川かよ子

中垣睦美

西嶋密美

赤羽御一

福島郁夫

藤本進

渡辺康史

柿本治

山１１重治

小林雅文

前川重子

橋元敬子

築山蕪

西村博美

岡本安司

中西建夫

飯川信男

藤本きよえ

' 永川季子

渡辺康史

小関秀彦

大西和子

宮木長二郎

隣本修自

清水真一

1 1 1岸常人

木中真

l ｌＩＩｉ１淡

鬼頭清明

掻井章

深沢芳樹

橘本獲則

寺崎保広

|統縛鴬

｜官職

文部技官所長

愛譲蝿衝馴‘ ‘ ｜

文部事務官裸長

文部覗務官課長補佐

文部鞭務官耶門職典

文部事務官脈務係長

文部事務官

文部事務官警務典長

文部事務官稗務貝

文部技官専門職貝( 併仕）

1 f 務補佐典

事務補佐典

. ‘ ! f 務補佐幽

覗務補佐典

本務補佐典

事務補佐典

事務補佐典

. . ' f 務補佐典

１f 務補佐典

文部事務官，深長

文部事務官課長補佐

文部事務官課長補佐

文部技官専門職員

文部事務官専門職員

文部事務官経理係長

文部覗務官経理主任

事務補佐典

燕務補佐典

覗務補佐貝

文部事務官川度係長

菱瀦：

文部技官

躯務補佐典

職

職

係

主

長

長

門

門

理
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服

課

課

専
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文部技官施設整備管理

係長（併I Ｄ

文部技官

覗務補佐典

文部技官裳長

文部技官（併圧）

文部技官（併征）

文部技官（併征）

文部技官（併ＩＤ

調在典（非常勤）

文部技官室長

文部技官（併柾）

文部技官（脈ＩＤ

文部技官（併征）

文部技官（併仔）

文部技官（併ＩＤ

調在典（非常勤）
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杉山洋

岩本圭輔

大答照子

藤沢夫

田中琢

東谷久夫

松本正典

瑞薮恵子：

佐原真

松沢亜生

山中敏史
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灘
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‐

担当

古

古

背

務

古

務

務

繊

溌

繍

騨

順

蝿

：

繊

岬

諦

湾

渚

唐

拳

芳

事

事

所属I 氏名

唐

佑

鴎

陪

開

麿

屋

考

古

第

一

罰

鯛

騨

闇

騒

酎

鰯

鯛

鰯

霞

史

料

調

査

室

飛

鳥

・

藤

原

・

宮

跡

発

掘

調

謹

部

賑

鱗

識

胤

瀞

岡風英男

J 職

|土肥孝

米下正史

: 西卿寿生

難正駕

灘擢

川趣俊－

加藤擾

立水修

謄灘
| 川越俊

|安田龍莱郎

| 大脇潔

|謹喜’

輪講

' 鶴篭

繍公誠

|鈴木締

鵜繍

購霧

｜官職｜担当

文部技官部長

亥部技官室蕊

爽部識官

文部技官

文部技官（併燭

文部技官室長

文部技官

繍溌ボド鍔

蕊

室捷

（併的

室長

〔併侭）

主催研究官

主任研究瀞

主任研究鴬

主腿研究官

主任聯蝿噌

遜溌総括( 餅釦

官

官

官

官

漕

富

富

父部技

文部技

爽部技

支部妓

女部技

文部按

交部技

館長（取扱）

室長

文部技官

支部技官

糞部絃管

支部技官

難雛

鴬議鶴

溌雛：

職雑貨

研究補嘘員

父部技官

難繍

難


